
奈良国立博物館
〒630-8213 奈良市登大路町50（奈良公園内）　　ハローダイヤル 050－5542－8600　　ホームページ https://www.narahaku.go.jp/　

『奈良国立博物館だより』は、1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の方は、何月号かを
明記し、返信用封筒を同封して、当館の情報サービス室にお申し込みください。
※返信用封筒には宛名を明記し、長形3号の場合は94円切手を、角形2号の場合は120円
切手を貼付してください。　

〔交通案内〕近鉄奈良駅下車徒歩約15分、または
JR奈良駅・近鉄奈良駅から奈良交通、市内循環
バス（外回り）「氷室神社・国立博物館」下車
※当館には駐車スペースがございませんので最寄りの
　県営駐車場等（有料）をご利用ください。
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●：バス停　

薬師如来坐像
横山大観筆
絹本著色　
縦55.4cm　横93.6cm　
明治28年（1895）
当館（南溢氏寄贈）

木造　古色（現状）　
像高76.0cm
平安時代（10～11世紀）
奈良　高福寺

◆名品展「珠玉の仏たち」にて、7月6日～12月19日に展示。 ◆特別展「奈良博三昧－至高の仏教美術コレクション」にて、8月17日～9月12日に展示。

展示品の
みどころ

武蔵野図
む　さ　し　の　　ずやく　 し　 にょ らい　 ざ　 ぞう

　県内の南西端に位置し、北部は高野山と接する野迫川村の

高福寺に伝来。弘法大師空海の作と伝承され、地元の守り本尊

として信仰を集めている。

　頭体幹部は木心を込めた針葉樹とみられる一材から造り、

内刳りを施さない古様な構造をとる。大きな肉髻や下膨れの面

部、奥行きが深く肩幅の広い堂 と々した体つきなどに平安時代

初期の名残を留めながら、伏し目の表情や衣の襞が峰を低く抑

えつつ等間隔に配されることから、制作時期は10世紀後半から

11世紀初頭のうちに収まると考えられる。また、たぐり寄せた衣

の一部を左の脇腹と腕の間からのぞかせ、さらに左袖口と左手

先を脚部材と共木から造るなど、ユニークな表現や技法も注目

される。

　本像は矧ぎ目の緩みや手指の欠失、右手首先の脱落など痛ま

しい状態にあったが、令和2年（2020）度に公益財団法人美術

院により実施された保存修理で像容が回復した。安置される本

堂は改修中であることから、このたびなら仏像館で公開する運

びとなった。よみがえった偉容を間近でご覧いただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　内藤　航（当館学芸部研究員）

　近代日本画の巨匠・横山大観（1868～1958）初期の代表作。

西洋絵画の遠近法を強く意識した深い奥行きをもつ画面の中

に、秋の草花が咲き誇る武蔵野の景観を装飾性豊かに描いて

おり、大観が描く現存最古の富士山の絵としても大変著名な作

品である。

　大観が本図を描いたのは、京都市美術工芸学校の教員を務

めていた明治28年（1895）のこと。当館の前身である帝国奈良

博物館は、まさにこの年に開館している。その開館当初のコレ

クションには「浄瑠璃寺木造吉祥天立像」や「禅林寺山越阿弥

陀図」など大観が描いた仏像・仏画の模写が4件含まれている

が、これらの模写事業は明治政府が当時進めていた文化財保

護政策の一環として、大観ら開校して間もない東京美術学校

（現東京藝術大学）の卒業生が依頼を受けたものだった。

　大観が当館開館の年に描いた古画模写と本作品が、100年

以上の時を隔てていずれも奈良博コレクションとして再会した

ことに、深い縁を感じずにはいられない。

　　　　　　　　　　　　　 谷口　耕生（当館学芸部教育室長）

■開館日時（7月～9月）
■観覧料金　
　特別展「奈良博三昧―至高の仏教美術コレクション―」

※前売券の販売は7月16日（金）までです。当館観覧券売場、近鉄主要駅、ローソンチ
ケット（Lコード：51726）、チケットぴあ（Pコード：685-658）、イープラスなど主
要プレイガイド、セブン-イレブン他コンビニエンスストアでご購入ください。

※本展覧会は日時指定制ではありません。事前予約の必要はありません。
※未就学児及び障害者手帳またはミライロID（スマートフォン向け障害者手帳アプ
リ）をお持ちの方（介護者1名を含む）、奈良博プレミアムカード会員の方（1回目及
び2回目の観覧）は無料です（要証明）。
※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ会員（学生）の方は、当日券を400円でお求
めいただけます（要証明）。
※観覧当日に証明書・会員証などの提示が必要です（一般と小学生以下を除く）。
※団体料金の設定はありません。
※館内が混雑した場合は、入館を制限する場合があります。
※本展の観覧券で、名品展（なら仏像館・青銅器館）もご覧になれます。

■観覧料金　名品展

個人（当日）
一　　般
700円

大学生
350円

※高校生以下および18歳未満の方、満70歳以上の方、障害者手帳またはミライロID（ス
マートフォン向け障害者手帳アプリ）をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。

※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生及び教職員の方は無料です。
※開館時間延長日の午後5時以降に観覧される方は一般100円引き、大学生50円引き
とします（レイト割引）。

※高校生以下および18歳未満の方と一緒に観覧される方は一般100円引き、大学生
50円引きとします（親子割引）。

※事前予約の必要はありません。

■開館時間／午前9時30分～午後5時
※特別展「奈良博三昧」会期中は特別展・名品展とも午後6時まで。
　土曜日は午後7時まで。
※8月15日（日）は名品展のみ午後7時まで。

■休館日／毎週月曜日
※ただし8月9日（月・祝）は開館。

前売券
当日券

一　　般
1,300円
1,500円

高校・大学生
800円
1,000円

小・中学生
300円
500円
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